
HybridTP400 Sb420

捺染顔料インク TP400
ホームファニシングなど
綿・麻素材へのプリントに最適。

昇華染料インク Sb420
ソフトサイン、アパレルなど
ポリエステル素材へのプリントが可能。

導入コスト削減＆省スペース化
綿用ポリエステル用、通常2台必要なプリンタは1台でOK!
プリンタ1台と発色機のみでプリントできるため、
後処理に必要な大型設備を導入する必要もありません。

専門知識も必要なし
専門知識を必要とする後処理工程を必要としないため※、
簡単にテキスタイルプリントをスタートできます。
※プリントする条件によっては、蒸し・洗いなどの後加工が必要となる場合があります。

2017年6月対応予定。インク種は捺染顔料インク（TP400）、昇華染料インク(Sb420)各4色(C,M,Y,K)ずつの搭載となります。

通常、プリンタ 1台につきインク１種類が搭載され、複数の素材にプリントしたい場合は、複数台のプリンタを導入する必要
があります。ハイブリッド機能を搭載することにより、プリンタ 1台に捺染顔料インク (TP400)、昇華染料インク (Sb420)
の 2 種類のインクを同時搭載でき、1台で綿・麻素材、ポリエステル素材といった幅広い素材へのプリントが実現します。

デザイン事務所や小ロットの生産現場で、綿とポリエステルに印刷したい場合
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・省スペース
・導入コストが低い
（シンプルな設備でOK）
・専門知識必要なし

捺染顔料インク（TP400）・昇華転写インク(SB420)なら
後処理設備は発色機のみ。蒸し・洗いなどの後処理が不要※
※プリントする条件によっては、蒸し・洗いなどの後加工が必要となる場合があります。

・スペースがない
・導入コストがかかる
・専門知識が必要



ハイブリッド機能搭載のミマキのテキスタイルプリンタなら
アイディアをいち早く実現できます。

制作時間が減ることで、
納期の短縮や仕事の効率
UPが期待できます。

ハイブリット機能によって
綿・麻素材、ポリエステル
素材、どちらの仕事も逃し
ません。

簡易的なテストやサンプル
作りも簡単。クライアント
に向けてより具体的な
提案が可能です。

熱定着工程のみでプリント可能なバインダー(接合剤)配合インク。生地の通気性、
吸水性を損なうことなく、高発色で美しいプリントを実現します。綿・麻へのプリントに
適していて、インテリアファブリックやTシャツデザインをはじめとするアパレルなど
さまざまな分野で活用できます。

前処理済みの生地にプリントし、熱を加えることで発色させる「ダイレクト昇華プリント」用
インク。ポリエステル生地へのプリントが可能です。厳しい目を持つファッションデザイナーにも
納得いただける、発色のよさと優れた色再現性を実現し、高品質な付加価値をプラスします。

捺染顔料インク TP400

昇華染料インク Sb420

捺染顔料インク
定着方式

溶媒が揮発

顔料が定着バインダーが溶けて被膜化

ヒートプレス（約150℃）

溶媒

顔料
バインダー

捺染顔料インク

昇華染料インク
定着方式

(ダイレクト昇華プリント)

熱発色機

熱処理により、染料が発色定着する

昇華染料インク
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